
講義レポート作成の留意点 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①受講する前に「事前評価」を

行う。（数字を記載する。） 

③受講後に「視聴終了日」を記

載する。 

④受講後に「事後評価」を行

う。（数字を記載する。） 

②受講時に講師名を確認し、

記載する。 

⑤受講後に「気づきや理解し

た点等」を手書きで記載する。 

この欄は「獲得目標の達成状

況」を記載するのではなく、

受講して自分が気づいたこ

とや理解したことを記載し

ます。空白や記載が極端に短

い場合、内容が不適切と事務

局が判断した場合は受講で

きていないとし、受講証明

書・修了証書の発行はいたし

ません。 

① 

② 

③ 

④ 
⑤ 

⑥すべて記載したら氏名を記

載し押印する。 

⑥ 

すべてのシートの記載が終えたら、不十分な点はないかご自身で確認

の上、定められた期限までに事務局（〒761-8046 高松市川部町４１８ 

香川県立川部みどり園研修担当）へ郵送して下さい。 



受講できていないと事務局が判断した例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○A 日付が不適当 
この日付は講義期間外です。 
視聴終了日は、記載日ではな
くその動画の視聴を終えた
日を記載してください。 
 
○B 講師名が空欄 
視聴の際にメモを取らない
と講師名は分かりません。講
師名を書くことは受講した
という強力な証です。 
 
○C 自己評価が空欄 
受講前と受講後に2回記入す
ることになっています。 
 
○D 内容が短い 
記述が 1 行の短いものであ
り、内容も「気づきや理解し
た点」ではない。 
 
○E 内容が不適切 
２～３行の記載があります
が、内容は言葉の説明のみで
受講したと判断できません。 
 
○F 内容が不適切 
小さな字でたくさん書いて
いただいていますが、内容は
講義とは無関係なものであ
り、受講したと判断できませ
ん。 
 
○G 空白欄がある 
空白欄があります。せっかく
長時間視聴したのに、記載を
たった一か所うっかり忘れ
てしまった場合も受講した
と判断できません。 
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